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ITUAJより

委員長　亀山　　渉　早稲田大学

委　員　深堀　道子　総務省 国際戦略局

　〃　　寺山由希子　総務省 国際戦略局

　〃　　伊藤　愛佳　総務省 国際戦略局
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　〃　　中川　拓哉　国立研究開発法人情報通信研究機構

　〃　　山本　浩司　日本電信電話株式会社

　〃　　中山　智美　KDDI株式会社

　〃　　大山　真澄　ソフトバンク株式会社

　〃　　陶山　桃子　日本放送協会

　〃　　新井　勇太　一般社団法人日本民間放送連盟

　〃　　菰田　正樹　通信電線線材協会

　〃　　長谷川一知　富士通株式会社

　〃　　飯村　優子　ソニーグループ株式会社

　〃　　神保　光子　日本電気株式会社

　〃　　中平　佳裕　沖電気工業株式会社

　〃　　小川　健一　株式会社日立製作所

　〃　　吉野　絵美　一般社団法人情報通信技術委員会

　〃　　市川　麻里　一般社団法人電波産業会

　〃　　山崎　　信　一般社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター

顧　問　齊藤　忠夫　一般社団法人ICT-ISAC

　〃　　新　　博行　株式会社NTTドコモ

　〃　　田中　良明　早稲田大学

編集委員より

　2023年7月よりITUジャーナルの編集委員を務めることになりました。

JPNICは、日本国内でIPアドレスやAS番号といったインターネットにお

ける番号資源の管理を行う団体で、資源管理のほかにも、情報発信や普

及啓発、調査研究、セキュリティに関する業務、JPドメイン名管理支援

業務などに加え、インターネットガバナンスの議論への参画なども積極的

に行っています。

　小職は主にインターネットガバナンスフォーラム（IGF）関連の国内で

の活動サポートと関連する調査研究を行っています。IGFは多様なステー

クホルダーが集まりインターネットに関する様々な話題を議論するフォー

ラムで、世界規模としては国際連合の主催で毎年開催されます。今年の

IGF 2023は総務省からご案内のとおり＊1、10月8日（日）から12日（木）

にかけて京都で開催されます。セッションのほとんどは公募され、皆様が

本稿をご覧になるまでには選定結果が公表されることになります。ITU

も毎年IGFには参加しており、今年は2025年のWSIS+20に向けた議論

を行うとのことです。

　さらに、アジア太平洋地域を含む各地域・日本を含む各国において

もIGF活動が行われています。8月末にはオーストラリア・ブリスベンで

アジア太平洋地域のIGFが開催されます＊2。次いで9月上旬にはIGF 2023

の国内事前会合が開催予定です。どちらも遠隔で参加可能になる予定

です。今後、JPNICから情報提供を行ってまいりますので、皆様のご参

加をぜひともよろしくお願いします。

＊1　https://www.soumu.go.jp/igfkyoto2023/
＊2　https://ap.rigf.asia/

IGFへの参加のお誘い
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編集後記

　高校生の時、電車通学をしていました。部活動や学校行事の
都合で帰宅時間が一定でなかったこともあり、帰りは友人と別れ
た後の乗換駅で、公衆電話から自宅に電話を入れていました。
家ではダイヤル式の黒電話だったように思いますが、公衆電話は
既にプッシュ式で、ボタンを押していくといつも同じ音程で音が
聞こえてくるのを聞きながら、番号を間違えていないか確認して
いた記憶があります。
　この音についても、世界的に規格が決められていると知ったの
は、恥ずかしながら最近のことで、ITUの勧告が現実味を持って
身近に感じられました。製品開発時点から、様々な標準規格が
関わってくることが想像できます。

　本号特集は、標準化活動に関わる人材育成です。
　国の人材育成の施策、標準化教育テキストの解説、また、小
学校・中学校等各年齢層に向けた教育の取組みについてもご紹
介いただきました。
　どうぞご覧ください。




